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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第41期

第２四半期連結
累計期間

第41期
第２四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 3,469,6471,841,0299,685,478

経常利益又は経常損失（△） (千円) △154,892△182,419 563,364

四半期(当期)純利益又は純損失
（△）

(千円) △168,412△182,271 161,461

純資産額 (千円) ─ 11,867,89112,206,264

総資産額 (千円) ─ 18,903,29218,804,781

１株当たり純資産額 (円) ─ 527.54 542.58

１株当たり四半期
(当期)純利益又は純損失（△）

(円) △7.49 △8.10 7.18

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 62.8 64.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 401,842 ─ △1,044,274

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,686 ─ △458,048

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 574,815 ─ △615,701

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 4,859,8203,671,345

従業員数 (名)
─
(─)

264
(26)

236
(11)

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

４　従業員数は、就業人員を表示しております。

５　従業員数欄の（外数）は、臨時従業員の平均雇用人数を示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について重要な変更は

ありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

非連結子会社であった株式会社ＴＤＭについては、重要性が増したため、第２四半期連結会計期間より

連結子会社に含めております。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
264
(26)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外数)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間における平均雇用人数(１日８時間勤務換算

による)を示しております。

３　当第２四半期連結会計期間における従業員数の増加は、主に株式会社ＴＤＭを連結範囲に含めたことによるも

のであります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
210
(7)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外数)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間における平均雇用人数(１日８時間勤務換算によ

る)を示しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　

(1) 生産実績(機器事業)

　

当第２四半期連結会計期間における生産実績を示すと、次のとおりであります。

区分 生産高(千円)

自動サービス機器 700

システム機器 642,605

遊技機（パチスロ機）等 377,447

その他 10,025

合計 1,030,778

(注) １　金額は、販売価格で表示しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績(機器事業)

　

当第２四半期連結会計期間における販売実績を示すと、次のとおりであります。

機器事業のうちシステム機器製品については受注生産を行っており、その受注実績は次のとおりであ

ります。

区分 受注高（千円） 受注残高（千円）

システム機器 316,329 23,061

(注) １　金額は、販売価格で表示しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　
事業の種類別
セグメント

区分 金額(千円)

機器事業

製品

　自動サービス機器 49,871

　システム機器 760,149

  遊技機（パチスロ機）等 491,784

　その他 331,439

計 1,633,244

商品

　カードシステム等 49,828

機器事業計 1,683,073

不動産事業 157,956

合計 1,841,029

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)財政状態

当第２四半期連結会計年期間末の総資産は、前連結会計年度末（平成20年３月31日）に比べ98百万円増

加し、18,903百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ262百万円増加し9,743百万円となりました。これは主に、現金及び

預金の増加（1,188百万円増）、棚卸資産の増加（192百万円増）の一方、受取手形及び売掛金の減少（622

百万円減）、有価証券の減少（226百万円減）によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ164百万円減少し9,159百万円となりました。これは主に、有形固定

資産の増加（266百万円増）、投資有価証券の増加（103百万円増）の一方、新規連結子会社の追加に伴う長

期貸付金の減少（549百万円減）によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ436百万円増加し7,035百万円となりました。これは主に、長期借入

金の増加（512百万円増）によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ338百万円減少し11,867百万円となりました。これは主に、利益剰

余金の減少（280百万円減）によるものです。

この結果、自己資本比率は62.8％と前連結会計年度末に比べ2.1ポイント減少しました。

　

当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動による331百万円の収入、投資活動

による90百万円の支出、及び財務活動による427百万円の収入となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に比

べ、新規連結に伴う増加額224百万円も含め892百万円増加し、4,859百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は331百万円となりました。これは税金等調整前四半期純損失186百万円の計

上、たな卸資産の増加68百万円がある一方で、減価償却90百万円の実施、売上債権の減少334百万円、仕入債

務の増加94百万円があったことによるものです。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出された資金は90百万円となりました。これは有価証券の償還による収入401百万円、有

形固定資産の売却による収入72百万円、貸付金の回収による収入57百万円がある一方で、有価証券の取得に

よる支出402百万円、有形固定資産の取得による支出201百万円があったことによるものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は427百万円となりました。これは長期借入れによる収入700百万円の資金取

得がある一方で、長期借入金の返済257百万円、並びに配当金の支払が15百万円があったことによるもので

す。　
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(2)経営成績

当第２四半期連結会計期間の機器事業の売上高は1,683百万円、営業損失は91百万円となりました。また、

不動産事業の売上高は157百万円、営業利益は67百万円となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は1,841百万円、販売費及び一般管理費は411百万円、営業

損失は139百万円、経常損失は182百万円、四半期純損失は182百万円となりました。

　
　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
　

(4)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は133百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

(1)提出会社

①重要な施設の新設等

当第２四半期連結会計期間に以下の事務所兼不動産賃貸施設を取得いたしました。

　

事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容
帳簿価額(千円) 従業

員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

工具器具
及び備品

建設仮勘定 合計

東上野第２オーイズミビル
(東京都台東区)

機器事業
製・商品の　
販売

41,408 ─ 86,192
(195) ─ 25,000152,600─

不動産事業 賃貸

　

②重要な施設の除却等

当第２四半期連結会計期間に以下の事務所兼不動産賃貸施設を譲渡いたしました。

事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容
帳簿価額(千円) 従業

員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

工具器具
及び備品

合計

杉並オーイズミビル
(東京都杉並区)

機器事業
製・商品の　
販売

21,014 ─ 39,380
(99) ─ 60,394─

不動産事業 賃貸

　

(2)国内子会社

該当事項はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備の新設等

該当事項はありません。

　

②重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,500,00022,500,000
東京証券取引所
（市場第一部）

─

計 22,500,00022,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ─ 22,500,000 ─ 1,006,900 ─ 673,700
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱オーイズミホールディングス 神奈川県伊勢原市伊勢原2-5-43 9,720 43.20

大泉秀治 神奈川県厚木市 3,116 13.85

田澤蕗子 神奈川県伊勢原市 1,215 5.40

大泉政治 神奈川県厚木市 1,075 4.77

大泉賢治 神奈川県厚木市 678 3.01

オーイズミ従業員持株会 神奈川県厚木市中町2-7-10 401 1.78

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 300 1.33

田中秀雄 横浜市鶴見区 250 1.11

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱

東京都中央区晴海1-8-11 239 1.06

商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲2-10-17 210 0.93

計 ― 17,206 76.47
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有方式）

普通株式
3,400

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
22,465,000

224,650 ―

単元未満株式
普通株式
31,600

― ―

発行済株式総数 22,500,000― ―

総株主の議決権 ― 224,650 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)含まれてお

ります。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オーイズミ

神奈川県厚木市中町
2-7-10

3,400 ─ 3,400 0.0

計 ― 3,400 ─ 3,400 0.0

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 　５月 　６月 ７月 　８月 　９月

最高(円) 329 330 315 286 300 268

最低(円) 286 298 274 245 256 231

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役副社長 取締役副社長 大泉秀治 平成20年６月27日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,859,820 3,671,345

受取手形及び売掛金 1,466,317 2,089,309

有価証券 355,642 582,236

商品 99,425 23,335

製品 555,649 512,303

原材料 1,848,424 1,629,195

仕掛品 299,757 445,978

その他 303,991 580,105

貸倒引当金 △45,566 △53,160

流動資産合計 9,743,463 9,480,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,740,528

※
 1,640,035

土地 5,723,794 5,578,632

その他（純額） ※
 300,312

※
 304,388

建設仮勘定 25,000 －

有形固定資産合計 7,789,635 7,523,056

無形固定資産 47,873 47,657

投資その他の資産

投資有価証券 442,141 338,887

長期預金 250,000 250,000

長期貸付金 － 549,250

その他 792,878 803,481

貸倒引当金 △162,700 △188,200

投資その他の資産合計 1,322,319 1,753,418

固定資産合計 9,159,828 9,324,132

資産合計 18,903,292 18,804,781
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,464,348 1,616,669

短期借入金 50,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 1,106,060 930,560

未払法人税等 11,553 3,350

賞与引当金 42,444 36,650

製品保証引当金 5,000 6,500

その他 209,039 229,789

流動負債合計 2,888,445 2,873,519

固定負債

長期借入金 2,740,826 2,228,706

退職給付引当金 13,105 12,520

役員退職慰労引当金 408,356 392,994

負ののれん 14,587 －

その他 970,078 1,090,777

固定負債合計 4,146,954 3,724,997

負債合計 7,035,400 6,598,517

純資産の部

株主資本

資本金 1,006,900 1,006,900

資本剰余金 673,700 673,700

利益剰余金 10,249,531 10,530,346

自己株式 △3,749 △3,704

株主資本合計 11,926,382 12,207,241

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △58,490 △977

評価・換算差額等合計 △58,490 △977

純資産合計 11,867,891 12,206,264

負債純資産合計 18,903,292 18,804,781
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 3,469,647

売上原価 2,820,065

売上総利益 649,582

販売費及び一般管理費

販売促進費 36,115

役員報酬 104,384

給料手当及び賞与 171,554

賞与引当金繰入額 21,972

退職給付費用 15,454

役員退職慰労引当金繰入額 15,361

製品保証引当金繰入額 5,000

その他 449,312

販売費及び一般管理費合計 819,156

営業損失（△） △169,573

営業外収益

受取利息 40,736

受取配当金 8,004

有価証券償還益 36,575

その他 14,185

営業外収益合計 99,502

営業外費用

支払利息 26,384

有価証券評価損 54,413

その他 4,022

営業外費用合計 84,820

経常損失（△） △154,892

特別利益

固定資産売却益 10,382

貸倒引当金戻入額 12,731

特別利益合計 23,113

特別損失

固定資産除却損 27,059

特別損失合計 27,059

税金等調整前四半期純損失（△） △158,838

法人税、住民税及び事業税 8,738

法人税等調整額 836

法人税等合計 9,574

四半期純損失（△） △168,412
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 1,841,029

売上原価 1,569,122

売上総利益 271,907

販売費及び一般管理費

販売促進費 7,109

役員報酬 53,844

給料手当及び賞与 88,494

賞与引当金繰入額 16,149

退職給付費用 7,059

役員退職慰労引当金繰入額 12,304

製品保証引当金繰入額 500

その他 225,968

販売費及び一般管理費合計 411,430

営業損失（△） △139,523

営業外収益

受取利息 17,227

受取配当金 7,330

有価証券償還益 36,575

その他 1,448

営業外収益合計 62,581

営業外費用

支払利息 14,162

有価証券評価損 91,302

その他 13

営業外費用合計 105,477

経常損失（△） △182,419

特別利益

固定資産売却益 10,382

貸倒引当金戻入額 7,731

特別利益合計 18,113

特別損失

固定資産除却損 22,299

特別損失合計 22,299

税金等調整前四半期純損失（△） △186,605

法人税、住民税及び事業税 7,593

法人税等調整額 △11,927

法人税等合計 △4,334

四半期純損失（△） △182,271
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △158,838

減価償却費 164,102

貸倒引当金の増減額（△は減少） △34,460

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,500

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,794

退職給付引当金の増減額（△は減少） 585

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,361

受取利息及び受取配当金 △48,740

支払利息 26,384

有価証券償還損益（△は益） △36,575

有価証券評価損益（△は益） 54,413

有形固定資産売却損益（△は益） △10,382

有形固定資産除却損 27,059

売上債権の増減額（△は増加） 777,653

たな卸資産の増減額（△は増加） △74,577

仕入債務の増減額（△は減少） △193,288

その他 △175,749

小計 337,240

利息及び配当金の受取額 54,701

利息の支払額 △27,438

法人税等の還付額 58,351

法人税等の支払額 △21,012

営業活動によるキャッシュ・フロー 401,842

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 401,160

有価証券の取得による支出 △402,055

投資有価証券の償還による収入 10,000

投資有価証券の取得による支出 △10,000

有形固定資産の売却による収入 72,011

有形固定資産の取得による支出 △267,729

貸付金の回収による収入 214,646

貸付けによる支出 △10,000

その他 △20,720

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △512,380

自己株式の取得による支出 △44

配当金の支払額 △112,759

財務活動によるキャッシュ・フロー 574,815

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 963,971

現金及び現金同等物の期首残高 3,671,345

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 224,503

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,859,820
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

  　当第２四半期連結会計期間から、株式会社ＴＤＭは重

要性が増したため連結の範囲に含めております。

 

２　会計処理の原則及び手続の変更

  　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準

委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準について

は、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。

  なお、この変更による損益への影響は軽微でありま

す。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用

して貸倒見積高を算定しております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法に

よっております。

 

３　繰延税金資産の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会

計年度末において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

 

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

　平成20年度法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会

計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　2,477,619千円※　有形固定資産の減価償却累計額　2,348,240千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,859,820千円

預入期間が３か月超の定期預金 ─　千円

現金及び現金同等物 4,859,820千円

 
　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,500,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,464

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 112,483 5 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末における取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が

認められないため、記載しておりません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

（単位：千円）

機器事業 不動産事業 計 消去又は全社 連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 1,683,073157,9561,841,029 ─ 1,841,029

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 6,842 6,842 (6,842) ─

計 1,683,073164,7991,847,872　(6,842)1,841,029

営業利益又は営業損失（△） △91,081 67,052△24,028(115,495)△139,523

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

（1）機器事業

遊技場（主としてパチンコホール）向けの自動サービス機器、システム機器等の製造・販売、遊技機の製

造・販売、カードシステム等の販売

（2）不動産事業

不動産の賃貸及び戸建住宅事業

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

（単位：千円）

機器事業 不動産事業 計 消去又は全社 連結

Ⅰ　売上高及び営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 3,177,574292,0733,469,647 ─ 3,469,647

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 11,042 11,042 (11,042) ─

計 3,177,574303,1163,480,690　(11,042)3,469,647

営業利益又は営業損失（△） △66,773 134,674 67,901(237,475)△169,573

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

（1）機器事業

遊技場（主としてパチンコホール）向けの自動サービス機器、システム機器等の製造・販売、遊技機の製

造・販売、カードシステム等の販売

（2）不動産事業

不動産の賃貸及び戸建住宅事業

　

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

527円54銭 542円58銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日)

前連結会計年度末
（平成20年３月31日)

純資産の部の合計額 　11,867,891 千円 12,206,264 千円

普通株式に係る純資産額 11,867,891 千円 12,206,264 千円

普通株式の発行済株式数 22,500,000 株 22,500,000 株

普通株式の自己株式数 3,464 株 3,314 株

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数

　22,496,536 株 22,496,686 株

　　

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △7円48銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△） △168,412　千円

普通株式に係る四半期純損失（△） △168,412　千円

普通株主に帰属しない金額 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 22,496,644　株
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △8円10銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△） 　△182,271　千円

普通株式に係る四半期純損失（△） △182,271　千円

普通株主に帰属しない金額 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 22,496,571　株

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

株式会社オーイズミ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　小　　口　　光　　義　　

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　市　　川　　一　　郎　　

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　口　　直　　志　　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オーイズミの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーイズミ及び連結子会社の平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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